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強磁場マグネット応用において、REBa2Cu3O7−δ（REBCO、REは希土類元素/Y）コート線材は
巻線時の曲げひずみや、通電時の電磁力による一軸ひずみに曝される。直方晶の REBCOは面内
に双晶構造を成し、a（b）軸が通電電流方向に揃ったA（B）ドメインは印加ひずみに対して異な
る応答を示す [1,2]。金研強磁場センターではこれまで、曲げひずみ [3]や一軸伸長ひずみ [2,4]印加
下での熱処理による面内ドメイン制御に取り組んできた。その過程で、REBCOコート線材を室温
下で曲げたまま静置するだけで面内ドメインが変化することを見出した [4]。これは、コイル巻線
後の REBCOのドメイン構造は短尺線材での状態から変化しており、コイル化した REBCOコー
ト線材の超伝導特性が短尺線材での測定結果とは全く別物である可能性も示唆する。よって、ド
メイン分率変化が REBCO線材の超伝導特性に与える影響の解明は重要である。
そこで本研究では、(i)伸長/圧縮性の曲げひずみ εb印加による SuNAM製GdBCO線材の面内ド

メイン制御、(ii)ドメイン分率評価のためのX線回折測定、(iii)ドメイン制御した REBCOコート
線材に対する 15 Tまでの面内磁場下における直流輸送特性を評価した。但し、曲げひずみによっ
てドメイン制御を施しても、ひずみを徐荷することでドメイン分率が制御前の値に向けて緩和し
ていく [5]ため、実験 (ii)・(iii)は実験 (i)と同じ曲げひずみ状態で行なった。
その結果、(200)・(020)回折ピークの強度比・面積比から求めたAドメイン分率 fAが、−0.43% ≤
εb ≤ +0.43%の伸長（圧縮）曲げひずみにより線形に減少（増加）することを確認した。つまり、
少なくとも |εb| ≤ +0.43%の曲げひずみ領域において fAを制御可能である。εbに凡そ線形変化す
る fAと対照的に、ゼロ磁場下の電気抵抗率から定めた超伝導転移温度 Tcは |εb|に伴って減少した。
一方で、磁場中電気抵抗率から定めた上部臨界磁場 B∥ab

c2 (0K)（WHHモデル [6]を適用）や不可逆
磁場 B∥ab

irr (0K)（線形外挿）は |εb|に依らず、TAFF状態 7のピン止めポテンシャルU0(B||ab, 77.3K)

や臨界電流密度 Jc(B||ab, 77.3K)は |εb|に応じて増大する傾向が見られた。すなわち、Tcの低下に
も関わらず、面内磁場中での通電特性は向上した。反射XRDから c軸長が |εb|とともに増大する
傾向が見られ、「キャリア供給層-Cu-O2間距離の伸長によるキャリア数の減少」「Fermi面の 2次
元化（=有効質量異方性の増大）に伴う面間コヒーレンス長の縮小」と考えれば、|εb|に伴なう Tc

低下と面内磁場中特性の向上を定性的に説明できそうであるが、より詳細な調査が必要である。
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